
私立大学図書館協会 2011 年度第 3 回国際図書館協力委員会議事要録 

 

日 時：2011 年 10 月 3 日（月）15：15～17：30 

場 所：慶應義塾大学（日吉キャンパス）日吉図書館棟地下 1 階第 1 会議室 

出席者：大平龍玄（愛知学院大学）、今村太朗（関西学院大学）、長島敏樹（慶應義塾大学）、 

黒川孝明（東京農業大学）、木村千鶴（広島修道大学）、鈴木直子（明治学院大学） 

会長校：伊藤秀弥（立教大学） 

事務局：酒見佳世（慶應義塾大学） 

 

配布資料 

① 2011‐12 年度私立大学図書館協会国際図書館協力委員会名簿（改訂版） 

② 2012 年度海外派遣研修（長期研修）参加者募集について（お知らせ） 

③ 2011 年度海外集合研修応募者 

④ 2012 年度研究助成の募集について（2011 年度総会・研究大会配布資料） 

⑤ 2011 年度第 2 回寄贈資料搬送事業実施について（ご案内）（案） 

⑥ 寄贈資料搬送事業実施要領新旧対比（案） 

⑦ 国際図書館協力シンポジウム実施一覧 

⑧ 2012 年度 私立大学図書館協会国際協力シンポジウム要検討事項 

 

報告事項 

1. 委員の交代について（資料①） 

東京農業大学の委員が、吉兼氏から合田氏に交代することが報告された（10 月 1 日付）。な

お、今回は都合により代理の黒川氏が出席。 

2. 2012 年度海外派遣研修の募集を開始したことが報告された。申込の締切日は 10 月 28 日。 

（資料②） 

 

審議事項 

1. 2011 年度海外集合研修（資料③） 

①今回の委員会に先立って実施した参加者選考面接の結果を審議の上、応募者8名全員を研修

参加者として選定した。面接結果については、会長校より本人および所属長に通知する。 

②今回の研修は現地での移動距離が長く、個人での移動が困難なため、小型のバスをチャータ

ーする予定である。その費用は協会が負担することとした。 

2. 今後の海外集合研修のあり方（資料④） 

①昨年度新設された研究助成委員会の「海外図書館事情調査」と国際図書館協力委員会の認

定研修との違い、海外集合研修との関係については、研究助成委員会での議論も踏まえ、

再度検討する。 

②委員会としては 2012 年度の集合研修については実施しないこととし、それを会長校に伝

えることとする。集合研修を廃止するわけではなく、前述したように、2010 年度に新設さ



れた「海外認定研修」、「海外図書館事情調査」の制度や実施状況を検証するためである。  

③参加費 5 万円についてはなくす方向で、次期委員会に引き継ぐ。 

3. 2011 年度第 2 回寄贈資料搬送事業募集開始（資料⑤、⑥） 

寄贈資料搬送事業実施要領の改訂案について検討した結果、当委員会としては案の通り改訂

することとした。ただし、実施要領の改訂には協会内の議を経る必要があり時間がかかるの

で、今回の募集は従来通りとするが、関税等 10 万円までは協会が負担する。 

4. 2012 年度国際図書館協力シンポジウム（資料⑦、⑧） 

開催時期は 2012 年 10 月とする。内容については、過去にこだわらず、以下の項目について

継続して検討する。来年度は海外集合研修を実施しないが、それに代わって海外の事情をよ

り多くの加盟館で共有できる会合となることを目指す。 

 ※形式：シンポジウムあるいはワークショップ 

  講師：英米圏に限らずアジア圏にも目を向ける。管理者だけでなく実務者も検討 

  テーマ：最先端なトピックだけでなく、身近な問題に関するテーマ：司書の役割とは等 

  参加費：レセプション代を含む/含まない 

5. 海外認定研修の東地区からの参加者の報告機会 

昨年度の研修参加者は今年度の東地区部会研究部の研究分科会報告大会で報告することが決

定しているが、今年度以降の研修参加者には報告（プレゼンテーション）を義務とはしない。 

6. 海外派遣研修の報告 

今年度は、研修終了から来年の研究大会での報告まで 1 年以上の期間が空いてしまうため、

報告書の提出と総会での発表のタイミングと、その間の私大図協以外の別の場所での報告の

可否について委員長が発議し、検討した。会長校より、研修参加者には研修報告書の提出な

らびに総会での報告が義務付けられていること。また、研修成果の報告・発表に関しても、

私大図協ＨＰにおける公開が第一義となる旨の説明がなされた。今後のスケジュールとして

は、2 月末から 3 月末に報告書を提出してもらい、4 月にホームページに掲載、8 月の研究大

会で発表を行ってもらうことになる。派遣研修の時期はモーテンソンセンター側の企画に応

じて、今後も変更される可能性があるため、柔軟な対応が必要である。4 月の報告書掲載か

ら 9 月の総会までに、別の場所での発表・報告を可能とするかについては、委員会としての

見解を次回再度検討する。 

7. その他 

次回の開催日時・場所 

11 月 22 日（火）14:00- 慶應義塾大学日吉キャンパスにて開催の予定。 

ただし、10 月 28 日（金）締切の海外派遣研修の応募者の所属地区に応じて、変更の可能性

あり。 

 

以上 


